
 

                                      

                                      

                                      

                                      

                                     

 

（1）2018年（平成 30年）8月 1日   新宮木協だより          第 141号  

平成 30年 4 月 16日 熊野木まつり記念市にて撮影 



 

新
宮
原
木
買
方
組
合 

第
86
回
定
時
総
会 

林
業
・木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止 

協
会
和
歌
山
県
支
部
新
宮
分
会 

第
38
回
通
常
総
会 

   

平
成

30

年

5

月

24

日

（
木
）
、
第
69
回
通
常
総
会
を

か
わ
ゐ
に
於
い
て
開
催
（
組

合
員
28
名
の
内
、
本
人
出
席

16
名
、
代
理
人
出
席
4
名
、

委
任
状
出
席
6
名
、
合
計
26

名
）
し
、
議
案
審
議
で
は
提

出
議
案
は
全
て
原
案
の
通
り

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
役
員
改
選
の
年
に
あ
た

り
選
考
委
員
に
よ
り
理
事
9

名
、
監
事
2
名
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
又
、
永
年
専
務
理

事
を
勤
め
て
お
り
ま
し
た
柳

瀬 

孝
史
氏
が
こ
の
総
会
を

も
っ
て
専
務
理
事
を
退
任
し

引
続
き
事
務
局
長
に
就
任
す

る
旨
挨
拶
を
行
な
い
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を

開
き
、
組
合
員
の
親
交
を
深

め
ま
し
た
。 

  

 

 

平
成
30
年
度 

役
員 

理

事

長 

植
松 

 

浩 

副
理
事
長 

谷
口 

泰
仁 

 
 

〃 
 

瀬
古
伸
一
郎 

理

事 

森
谷 

 

功 

 
 

〃 
 

岡
﨑 

武
人 

 
 

〃 
 

吉
田 

一
茂 

 
 

〃 
 

川
﨑 

康
弘 

 
 

〃 
 

速
水 

祥
久 

 
 

〃 
 

板
谷 

貴
史 

監

事 

山
下 

充
洋 

 
 

〃 
 

稲
垣 
幸
二 

         

                     

 

林
業
並
び
に
木
材
製
造
業

に
於
け
る
労
働
者
の
安
全
及

び
衛
生
並
び
に
労
働
災
害
防

止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
昭

和
56

年

1
月
に
設
立
し
た

本
分
会
の
第
38
回
通
常
総
会

を
平
成

30

年

7

月

3

日

（
火
）
出
席
者
22
名
（
委
任

状
も
含
む
）
が
参
加
し
て
開

催
し
ま
し
た
。
総
会
決
議
事

項
は
異
議
な
く
承
認
可
決
さ

れ
、
当
日
は
新
宮
労
働
基
準

監
督
署
の
森
署
長
、
森
井
監

督
・
安
衛
課
長
に
ご
出
席
を

頂
き
滞
り
な
く
総
会
を
終
了

致
し
ま
し
た
。
又
、
総
会
終

了
後
は
森
井
課
長
よ
り
、
林

材
業
の
労
災
発
生
事
例
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
、
さ
ら

な
る
防
災
意
識
の
向
上
を
促

し
ま
し
た
。 

 

原
木
の
新
宮
地
区
集
荷
を

助
長
し
、
紀
南
地
区
木
材
業

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
結
成
さ
れ
た
本
組
合

の
第
86
回
定
時
総
会
（
組
合

員
19
名
の
内 

出
席
14
名
、

委
任
状
1
名
、
欠
席
4
名
）

を
次
の
通
り
開
催
し
ま
し
た
。

組
合
長 

速
水 

渉
氏
が
議

長
を
執
り
行
い
、
総
会
は
滞

り
な
く
終
了
致
し
ま
し
た
。 

記 

平
成
30
年
5
月
18
日
（
金
） 

第
1
号
議
案 

平
成
29
年
度
会

計
決
算
報
告
承
認
の
件 

 

第
2
号
議
案 

平
成
29
年
度
剰

余
金
処
分
案
承
認
の
件 

  

懇親会風景 

理事長挨拶 

新 

宮 

木 

材 

協 

同 

組 

合 

第 

69
回 

通 

常 

総 

会 

第 141号            新宮木協だより  2018年（平成 30年）8月 1日（2） 

総会風景 柳瀬氏挨拶 



 

 

新
宮
・紀
宝
道
路 

 

 

熊
野
木
ま
つ
り
記
念
市 

 

新
宮
商
工
会
議
所 

永
年
継
続
企
業
表
彰 

 

ナ
マ
ズ
の
養
殖
場 

完
成
式
典 

 
 

今
年
に
入
っ
て
1

月
25

日
に
国
交
省
・
和
歌
山
県
・

新
宮
市
か
ら
当
組
合
の
特
別

委
員
会
に
対
し
て
土
地
評
価

や
残
地
補
償
及
び
工
事
期
間

中
の
借
地
等
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
件
を
含

め
県
道
拡
幅
の
件
や
下
貯
木

場
の
盛
土
や
舗
装
等
に
つ
い

て
も
意
見
の
交
換
を
行
な
い

ま
し
た
。
そ
れ
以
降
は
先
方

（
国
・
県
・
市
）
か
ら
の
希

望
も
あ
り
、
4
月
以
降
は
前

準
備
の
た
め
に
少
人
数
で
の

話
合
い
を
行
な
い
、
特
に
オ

プ
シ
ョ
ン
等
の
内
容
に
つ
い

て
具
体
的
に
提
示
し
回
答
を

求
め
る
と
共
に
併
せ
て
組
合

員
間
の
情
報
を
共
有
す
る
為

に
特
別
委
員
会
に
て
協
議
を

続
け
て
お
り
ま
す
。 

 

又
、
7
月
27
日
に
行
な
わ

れ
た
新
宮
・
紀
宝
道
路
特
別

委
員
会
終
了
後
、
組
合
員
間

の
親
睦
を
深
め
、
新
宮
・
紀

宝
道
路
問
題
に
関
し
組
合
員

が
一
致
団
結
す
る
た
め
に
親

睦
食
事
会
を
新
宮
市
内
の
飲

食
店
に
て
開
催
し
ま
し
た
。 

                

 

毎
年
恒
例
の
熊
野
木
ま
つ

り
記
念
市
が
今
年
も

4

月

16
日
・
午
前
10
時
か
ら
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

出
荷
量
が
少
な
い
時
期
と

し
て
は
ま
ず
ま
ず
の
原
木
が

集
ま
り
盛
況
で
終
わ
り
ま
し

た
。 

集
荷
量
…
１
６
４
３
㎥ 

平
均
単
価
… 

１
万
２
５
０
０
円 

杉
…
１
万
１
８
０
０
円 

桧
…
１
万
３
４
０
０
円 

          

 

平
成
30
年
3
月
28
日 

場
所 

新
宮
商
工
会
議
所 

会
議
室 

商
工
会
議
所
第
145
回
議
員

総
会
を
開
催
。
こ
の
総
会
で

平
成
29
年
度
新
た
に
設
け
ら

れ
た
「
永
年
継
続
企
業
表
彰
」

が
あ
り
、
角
新
木
材
株
式
会

社
の
社
長
で
、
当
組
合
の
理

事
長
で
も
あ
る
植
松 

浩
氏

が
有
限
会
社
切
目
屋
薬
局 

脇
村 

紀
年
氏
と
共
に
受
賞

さ
れ
、
賞
状
・
記
念
品
な
ど

が
関
会
頭
か
ら
贈
ら
れ
ま
し

た
。 

          

 

平
成

30

年

6

月

14

日

（
木
）
午
前
11
時
～ 

新
宮
港
埠
頭
株
式
会
社 

食
品
部
が
今
回
新
宮
市
木
ノ

川
に
ナ
マ
ズ
の
完
全
養
殖
場

を
完
成
さ
せ
6
月
14
日
「
熊

野
な
ま
ず
養
殖
場
完
成
式

典
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

式
典
当
日
は
田
岡
市
長
を

始
め
新
宮
市
の
関
係
者
の

方
々
が
多
く
出
席
さ
れ
、
滞

り
な
く
式
典
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
式
典
終
了
後
、
試
食

会
も
あ
り
、
か
ば
焼
き
・
天

ぷ
ら
・
フ
ラ
イ
を
頂
き
ま
し

た
。
ど
れ
も
臭
み
や
ク
セ
は

無
く
と
て
も
食
べ
や
す
か
っ

た
で
す
。
特
に
天
ぷ
ら
は
フ

ワ
フ
ワ
し
た
食
感
の
高
級
な

白
身
魚
を
食
べ
て
い
る
様
で

感
動
し
ま
し
た
。 

      

（3）2018年（平成 30年）8月 1日   新宮木協だより          第 141号  

市の風景 

特別委員会の風景 親睦会の風景 

 

植松理事長表彰の風景 

小池社長とナマズ 



 

 

越
井
木
材
㈱
訪
問 

 

 

新
宮
市
長
へ
陳
情 

 

 

有
田
市
民
会
館
見
学 

 
 

日
時
：
平
成
30
年
3
月
16
日

（
金
）
午
後
3
時
～ 

参
加
者 

 

植
松
理
事
長
、
谷
口
副
理

事
長
、
瀬
古
副
理
事
長
、
森

谷
理
事
、
岡
﨑
理
事
、
速
水

理
事
、
板
谷
理
事
、
事
務
局

山
本
、
湊
氏
（
新
緑
会
）
、
下

村
氏
（
目
立
工
場
） 

新
宮
市
に
よ
る
文
化
複
合

施
設
の
建
設
が
い
よ
い
よ
本

格
化
し
て
き
た
今
、
木
材
界

と
し
て
再
度
木
材
利
用
を
強

く
要
望
す
べ
く
、
昨
年
7
月

に
竣
工
し
た
有
田
市
民
会
館

を
視
察
し
、
参
考
に
す
る
こ

と
で
よ
り
説
得
力
の
あ
る
陳

情
が
で
き
る
と
し
、
有
田
川

木
協
の
岩
橋
理
事
長
協
力
の

も
と
有
田
市
民
会
館
を
視
察

し
て
き
ま
し
た
。 

有
田
市
民
会
館
は
玄
関
ホ

ー
ル
の
軒
天
・
ホ
ワ
イ
エ
と

呼
ば
れ
る
ロ
ビ
ー
広
場
・
ホ

ー
ル
全
面
・
会
館
外
壁
の
意

匠
的
な
ル
ー
バ
ー
等
に
多
く

の
木
材
を
使
い
、
温
か
み
の

あ
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
と

て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

                

 

平
成
30
年
4
月
12
日 

午
前
9
時
30
分
～ 

出
席
者 

新
宮
木
材
協
同
組
合 

谷
口
副
理
事
長
、
速
水
活

性
化
特
別
委
員
長
、
事
務

局
山
本 

越
井
木
材
工
業
㈱ 

穐
吉
取
締
役
部
長 

愛
宕
氏 

文
化
複
合
施
設
建
設
に
際

し
、
木
材
の
利
用
状
況
を
把

握
す
る
為
、
設
計
士
と
連
絡

を
密
に
取
っ
て
い
る
越
井
木

材
工
業
㈱
へ
谷
口
副
理
事
長
、

速
水
活
性
化
特
別
委
員
長
、

事
務
局
山
本
の
3
名
で
訪
問

し
ま
し
た
。
対
応
し
て
頂
い

た
穐
吉
取
締
役
部
長
と
営
業

担
当
の
愛
宕
氏
か
ら

4

月

12
日
時
点
の
設
計
仕
様
や
木

材
量
な
ど
大
ま
か
な
説
明
を

し
て
頂
き
、
新
宮
木
協
と
し

て
今
後
の
動
き
等
の
参
考
に

な
り
大
変
有
難
い
打
合
せ
と

な
り
ま
し
た
。 

 

平
成

30

年

3

月

26

日

（
月
）
午
前
11
時
30
分
～ 

新
宮
市
長
へ
陳
情 

 

文
化
複
合
施
設
木
材
利
用

の
お
願
い 

新
宮
木
協
参
加
者
（
理
事

長
：
植
松 

浩 

副
理
事
長
：

谷
口 

泰
仁 

副
理
事
長
：
瀬

古 

伸
一
郎 

理
事
：
森
谷 

功 

理
事
：
岡
﨑 

武
人 

理

事
：
速
水 

祥
久 

事
務
局

長
：
柳
瀬
、
事
務
局
：
山
本
） 

新
宮
市
に
建
設
が
予
定
さ

れ
て
い
る
文
化
複
合
施
設
に

対
し
、
こ
の
地
域
の
木
材
で

あ
る
熊
野
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

利
用
し
て
頂
く
べ
く
、
新
宮

市
長
へ
陳
情
に
伺
い
、
陳
情

書
の
提
出
と
新
宮
木
材
協
同

組
合
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。 

そ
の
際
、
市
長
か
ら
は
「
市

庁
舎
で
は
あ
ま
り
木
材
を
使

え
な
か
っ
た
の
で
こ
ち
ら
で

は
使
い
た
い
。」・「
駐
車
場
に

木
材
を
使
っ
て
お
洒
落
に
し

た
い
。」・「
木
の
町
新
宮
と
い

え
る
よ
う
に
」
等
の
考
え
を

述
べ
て
頂
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
8
月
現
在
で
は

6
月
7
日
に
新
聞
で
報
道

さ
れ
た
通
り
整
備
事
業
費
が

当
初
よ
り
約

3

億
円
増
の

58
億
５
７
０
２
万
円
と
大
幅

高
騰
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

新
宮
市
は
こ
れ
に
対
し
、
対

策
と
し
て
熊
野
材
の
利
用
量

を
削
減
す
る
判
断
を
下
し
ま

し
た
。
こ
の
削
減
は
当
初
計

画
さ
れ
て
い
た
木
材
利
用
量

の
約
60
％
を
削
る
も
の
で
あ

り
、
更
に
市
長
が
提
案
し
た

「
駐
車
ス
ペ
ー
ス
へ
の
木
材

利
用
」
も
削
減
さ
れ
、
新
宮

木
協
の
期
待
を
裏
切
ら
れ
る

形
と
な
り
ま
し
た
。 

        

面会の風景 

外装の意匠的ルーバー 視察風景 

第 141号            新宮木協だより  2018年（平成 30年）8月 1日（4） 



 

 
今
年
度
の
新
緑
会
の
新
役
員

及
び
会
員
は
次
の
通
り
で
す
。 

会 

長 
 
 
 

速
水 

洋
平 

副
会
長 

 
 
 

野
中 

亮
伸 

〃 
 
 

 
 

野
地 

陽
介 

会 

計 
 
 
 

三
島 

 
彬 

書 

記 
 
 
 

岡
﨑 

俊
樹 

監 

査 
 
 
 

速
水 

祥
久 

 

〃 
 

 
 
 

玉
置 

和
夫 

木
工
展
委
員
長 

野
中 

亮
伸 

同
副
委
員
長 

 

竹
中 

俊
介 

木
工
展
会
計 

 

三
島 

 

彬 

同
副
会
計 

 
 

江
﨑 

大
晃 

親
子
木
工
委
員
長 

倉
谷 

良
太 

同
副
委
員
長 

 

板
谷 

貴
史 

出
張
木
工
委
員
長 

久
保 

雅
稔 

同
副
委
員
長 

 

瀬
古
伸
一
郎 

企
画
委
員
長 

 

中
谷 

友
哉 

同
副
委
員
長 

 

湊 
 

一
郎 

企
画
委
員 

 
 

安
藤 

俊
朗 

 

〃 
 

 
 
 

青
木 

優
朋 

 

〃 
 

 
 
 

浜
口 

輝
久 

〃 
 
 

 
 

久
保
太
嘉
志 

新
会
員 

 
 
 

上
田 

暢
英 

 

〃 
 

 
 
 

吉
見 

真
悟 

   

 

氏 

名 
 

 

勤
務
先 

速
水 

祥
久 

速

民

製

材 

江
﨑 

大
晃 

江

﨑

製

材 

玉
置 

和
夫 

熊
野
川
町
森
林
組
合 

板
谷 

貴
史 

板

美

製

材 

瀬
古
伸
一
郎 

㈱
山
一
本
店 

湊 
 

一
郎 

角
新
木
材
㈱ 

久
保
太
嘉
志 

㈲
池
田
製
材
所 

竹
中 

俊
介 

竹
中
幸
生
商
店 

浜
口 
輝
久 

晃
栄
林
業
㈱ 

速
水 

洋
平 
新
宮
木
造
住
宅
協
同
組
合 

青
木 

優
朋 
青
木
木
材(

資) 

野
地 

陽
介 

野
地
木
材
工
業
㈱ 

三
島 
 

彬 

㈱ 

三 
島 

安
藤 

俊
朗 

新
宮
市
森
林
組
合 

野
中 

亮
伸 

野
中
工
務
店 

倉
谷 

良
太 

㈱
倉
谷
建
築 

岡
﨑 

俊
樹 

㈲
日
光
木
材 

中
谷 

友
哉 

紀
南
運
輸
㈱ 

久
保 

雅
稔 

久

保

製

材 

上
田 

暢
英 

尾
鷲
木
材
市
場
協
同
組
合 

吉
見 

真
悟 

㈱
山
一
本
店 

正
会
員
21
名 

 

（
賛
助
会
員
は
十
三
名
で
す
） 

  

日
本
木
材
青
壮
年
団
体
連

合
会
、
第
63
回
全
国
会
員
関

東
東
京
大
会
が
5
月
11
日
、

12
日
の
2
日
間
で
行
な
わ
れ
、

式
典
会
場
は
読
売
ホ
ー
ル
、

懇
親
会
会
場
は
帝
国
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
来
場
者
数
は
延

べ
８
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。 

又
、
昨
年
新
緑
会
が
実
施

し
た
木
工
展
で
選
ば
れ
た
上

位
3
作
品
を
全
国
大
会
に
出

品
し
、
そ
の
内
、
神
倉
小
学

校
6
年
生
（
当
時
）
の
瀬
古 

一
く
ん
の
作
品
が
木
青
連
の

全
国
木
工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル

に
於
い
て
「
木
育
委
員
長
賞
」

を
受
賞
し
家
族
と
共
に
表
彰

式
に
出
席
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

（
会
長 
速
水 

洋
平
）  

参
加
者 

速
水 

洋
平
・
野
地 

陽
介
・
野
中

亮
伸
・
三
島 

彬
・
瀬
古 

伸
一
郎

倉
谷 

良
太
・
岡
﨑 

俊
樹
・
久
保 

雅
稔 

                            

 

 

1
月
20
日
に
新
緑
会
主
催

に
よ
る
毎
年
恒
例
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
人
数
は
約
80
人
程

で
、
家
族
や
、
従
業
員
が
参

加
し
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
大
会
終
了
後
は
順
位

発
表
を
行
な
い
、
協
賛
し
て

頂
い
た
皆
さ
ん
の
景
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。 

協
賛
し
て
頂
い
た
皆
様
に
は

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

        

会
員
名
簿 

日
本
木
材
青
壮
年
団
体
連
合
会 

第
63
回
全
国
会
員 

関
東
東
京
大
会  

（5）2018年（平成 30年）8月 1日   新宮木協だより          第 141号  

二
〇
一
八
年
度
役
員 

東京おもちゃ美術館視察 

景品贈呈風景 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

瀬古 一君の受賞風景 会場での集合写真 



 

 

                    

                     

                             

  

夏
休
み
恒
例
の
親
子
木
工

教
室
を
今
年
も
7
月
22
日

（
日
）
に
行
い
約
１
３
０
名

以
上
の
親
子
に
参
加
頂
き
ま

し
た
。
又
、
今
年
も
木
育
の

た
め
に
林
業
か
ら
製
材
そ
し

て
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
る

ま
で
の
経
過
を
分
か
り
や
す

く
現
物
を
用
意
し
て
説
明
す

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

今
回
は
「
ミ
ニ
ベ
ン
チ
」
と

「
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
」
の

二
点
を
用
意
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
猛
暑
の
中
来
場
さ
れ

た
方
々
が
作
品
を
完
成
さ
せ

て
喜
ぶ
姿
を
見
て
と
て
も
満

足
で
し
た
。
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
、
会
員
の
皆
様
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。 

（
倉
谷 

良
太
） 
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木 

工 

教 

室 

 

 

親 

子 

準備風景 

 

説明風景 

 

製作風景 

 

紀南木材新緑会 

新入会員紹介 

尾
鷲
木
材
市
場
協
同
組
合 

山
一
木
材
㈱ 

吉
見

よ

し

み 

真 し
ん

悟 ご

さ
ん 

上
田

う

え

だ 

暢 の
ぶ

英 ひ
で

さ
ん 

〇生年月日 ：昭和 53年 1月 23日 

〇年 齢：40歳 

〇趣 味：サッカー観戦 

〇モットー ：笑顔を絶やさない 

〇こんな人間です：真面目で誠実 

〇新緑会で自分をどう活かしたいですか？ 

・私は尾鷲からの参加になりますが、色々な人

との繋がりを作り、尾鷲と新宮の交流を深め

られればと思います。 

〇今後の抱負 

・尾鷲木材市場の上田です。わからない事ばか

りですが、色々な行事に出来るかぎり参加し

勉強させてもらいたいと考えていますので

ご指導の程よろしくお願いします。更に様々

な事にも挑戦して行きたいです。 

 

〇生年月日 ：昭和 59年 8月 25日 

〇年 齢：33歳 

〇趣 味：音楽鑑賞・アウトドア 

〇モットー ：誠実な対応 

〇こんな人間です：人と接する事が好きです。皆さんと

も仲良くしたいと思います。 

〇新緑会で自分をどう活かしたいですか？ 

・製材部に入社して 15 年目になりますので、

自分が仕事などで学んだ事を微力ながら新

緑会の活動に活かせればいいなと思います。 

〇今後の抱負 

・㈱山一木材製材部の吉見です。新緑会に入会

させて頂き、これから益々木材の事や取組み

方を勉強し、新緑会行事を通じて皆さんと仲

良く出来ればと思いますのでご指導の程よ

ろしくお願い致します。 



 

  

事
務
局
月
一
回
土
曜 

休
業
日
の
ご
案
内
（
予
定
） 

（
8
月
～
12
月
） 

8
月
25
日
（
土
） 

9
月
22
日
（
土
） 

10
月
27
日
（
土
） 

11
月
24
日
（
土
） 

12
月
22
日
（
土
） 

         

                    
         

                             

樹
種 形 状 

平成 30年 備 考 

5月 6月 7月 
長さ 

（m） 

径 

（cm） 

杉 

4m小丸太材 
7,000 

(7,400) 

6,800 

(7,300) 

7,400 

(7,200) 4 6～13 

3m  14～20 
7,500 
(8,300) 

9,400 
(7,600) 

8,900 
(8,300) 3 14～20 

3m 22cm上材 
10,800 

(11,600) 

10,700 

(9,300) 

12,500 

(10,500) 3 22～ 

4m  14～22 
9,800 

(8,700) 

9,700 

(8,100) 

11,300 

(9,000) 4 14～22 

4m 24cm上材 
13,700 
(13,100) 

13,300 
(11,000) 

12,900 
(12,000) 4 24～ 

檜 

4m小丸太材 
6,100 
(7,100) 

6,700 
(6,600) 

7,500 
(7,200) 4 6～13 

3m  14～20 
8,900 

(11,800) 
10,600 
(9,900) 

9,400 
(10,400) 3 14～20 

3m 22cm上材 
14,600 
(14,400) 

12,200 
(11,000) 

12,500 
(13,200) 3 22～ 

4m  14～22 
10,100 
(12,000) 

10,900 
(11,400) 

11,400 
(11,400) 4 14～22 

4m 24cm上材 
16,600 

(17,300) 

15,200 

(11,500) 

20,000 

(10,100) 4 24～ 

杉総平均単価 
11,800 

(11,300) 

11,900 

(9,200) 

12,000 

(9,700) 
 

檜総平均単価 
12,500 
(14,600) 

12,800 
(10,800) 

13,500 
(11,900) 

 

総平均単価 
12,000 
(12,300) 

11,900 
(9,500) 

12,300 
(10,400) 
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◆
事
務
局
お
盆
休
み 

8

月
11

日
（
土
）
～
19

日
（
日
） 

◆
盛
夏
特
別
記
念
市 

8

月
4

日
（
土
） 

◆
第
40

回 

児
童･

生
徒
木
工
工
作 

コ
ン
ク
ー
ル 

9

月
29

日
（
土
）
～
30

日
（
日
） 

◆
第
59

回 

木
霊
塔
建
立
供
養
式 

 

献

木

者 

紀
南
木
材
副
製
品
㈱ 

    

10

月
15

日
（
月
） 

◆
新
宮
ま
つ
り
記
念
市 

10

月
18

日
（
木

） 

 

㎥単価 （ ）は平成 29年度 

㈱新宮原木市場 新入社員紹介 
 

氏 名：栗栖
く り す

 唯喜
ゆ い き

 

生年月日：平成 10年 11月 26日 

年 齢：19歳 

趣 味：体を動かす事 

苦手な事：丸太の積込 

この半年間で感じた事 

・初めての事ばかりで、仕事が楽

しいです。 

今後の抱負 

・早く仕事を覚えて一人前にこな

せるようになる。 

氏 名：山内
やまうち

 大
だい

 

生年月日：昭和 62年 2月 3日 

年 齢：31歳 

趣 味：ｱｳﾄﾄﾞｱ･ｳｫｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂ等 

この半年間で感じた事 

・丸太の見方や色々な事を勉強する

のが楽しく感じ、会社の人達の優

しさで頑張れます。 

今後の抱負 

・もっとなんでも出来るように頑張

りたいです。 

氏 名：桒
くわ

木
き

 義
よし

正
まさ

 

生年月日：昭和 44年 3月 7日 

年 齢：49歳 

趣 味：車、バイク 

苦手な事：細かな作業 

この半年間で感じた事 

・仕事に対しての責任感を感じま

した。 

今後の抱負 

・少しでも会社に貢献したいです。 

木協行事 



 

 
                            

                     

◇
文
化
複
合
施
設
の
木
材
利

用
の
要
望
記
事
に
つ
い
て

は
そ
の
後
の
経
過
か
ら
見

て
陳
情
の
具
体
的
実
現
に

は
程
遠
い
内
容
に
な
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

当
方
の
交
渉
（
戦
術
）
に

問
題
が
あ
っ
た
の
か
、
あ

る
い
は
先
方
の
対
応
に
意

図
的
な
何
か
が
あ
っ
た
の

か
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
忖
度
の
域
を
出
ま
せ
ん

が
…
。
確
か
に
今
の
内
閣

府
（
行
政
）
な
ど
も
当
て

は
ま
る
と
言
わ
れ
る
事
が

ら
で
す
。
ど
う
も
日
本
人

は
少
数
の
仲
間
だ
け
を
集

め
て
物
事
を
決
め
る
よ
う

に
す
る
癖
が
あ
り
ま
す
。 

議
論
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る

程
、
い
い
方
へ
い
い
方
へ

と
結
論
は
向
い
て
い
く
、

逆
説
的
に
最
悪
を
考
え
な

い
と
い
う
意
味
で
す
。
そ

こ
を
改
め
な
い
と
、
色
眼

鏡
を
掛
け
た
ま
ま
の
情
報

を
分
析
す
る
悪
い
癖
は
治

ら
な
い
と
い
う
事
で
す
。

…
…
政
治
家
と
の
交
渉
事

は
お
さ
お
さ
準
備
怠
り
な

く
、
く
れ
ぐ
れ
も
。 

◇
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

「
西
郷
ど
ん
」
は
快
調
に

走
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

陽
明
学
で
も
な
い
、「
敬
天

愛
人
」
で
す
ら
な
い
、
国

粋
主
義
で
も
、
排
外
思
想

で
も
な
い
そ
れ
ら
を
全
て

越
え
な
が
ら
、
日
本
人
の

心
情
を
深
く
揺
り
動
か
し

て
や
ま
な
い
「
西
郷
南
洲
」

と
い
う
思
想
。
マ
ル
ク
ス

主
義
も
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
も

そ
の
あ
ら
ゆ
る
変
種
も
、

近
代
化
論
も
ポ
ス
ト
モ
ダ

ニ
ズ
ム
も
日
本
人
は
か
つ

て
「
西
郷
南
洲
」
以
上
の

強
力
な
思
想
を
一
度
も
持

っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

…
「
拙
者
儀
、
今
般
政
府 

へ
尋
問
の
廉 か

ど

有
之

こ

れ

あ

り

」
と
い 

う
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。

そ
う
思
っ
て
耳
を
す
ま
す

と
、
ま
た
一
つ
の
童
歌
が

聞
こ
え
て
く
る
。
… 

〽
一
掛
け
二
掛
け
で
三
掛

け
て 

四
掛
け
て
五
掛
け

て
橋
を
か
け 

橋
の
欄
干

手
を
腰
に 

は
る
か
か
な

た
を
眺
む
れ
ば
十
七
八
の

姉
さ
ん
が
花
と
線
香
を
手

に
持
っ
て 

も
し
も
し
姉

さ
ん
ど
こ
行
く
の 

私
は

九
州
鹿
児
島
の
西
郷
隆
盛

娘
で
す 

明
治
十
年
の
戦

役
に
切
腹
な
さ
れ
た
父
上

の
お
墓
参
り
に
ま
い
り
ま

す 

お
墓
の
前
で
手
を
合

わ
せ
南
無
阿
弥
陀
仏
と
拝

み
ま
す 

御
墓
の
前
に
は

魂
が
…
ふ
う
わ
り
ふ
わ
り

と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
…
江

藤
淳
・
著
「
南
洲
残
影
」

エ
ピ
ロ
ー
グ
よ
り 

※
西
郷
隆
盛
関
係
の
代
表

的
な
著
作
は
独
断
を
許
さ

れ
る
な
ら
司
馬
遼
太
郎

「
翔
ぶ
が
如
く
」
海
音
寺

潮
五
郎
「
西
郷
隆
盛
」
江

藤
淳
「
南
洲
残
影
」
が
思

い
浮
か
び
ま
す
。
ち
な
み

に
「
翔
ぶ
が
如
く
」
と
は

薩
摩
隼
人
の
“
泣
こ
や
か

ひ
っ
翔
べ
”（
泣
い
て
い
る

よ
り
飛
ん
で
み
ろ
）
か
ら

き
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
前
回
に
続
い
て
今

回
も
又
、
違
っ
た
角
度
か

ら
西
郷
さ
ん
を
取
り
上
げ

て
み
ま
し
た
。 

◇
九
州
・
中
国
・
四
国
地
方

を
「
平
成

30

年
7

月
豪

雨
」
が
襲
い
ま
し
た
。
被

災
地
の
皆
様
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

…
“
時
に
よ
り
過
ぐ
れ
ば

民
の
嘆
き
也
八
大
竜
王
雨

や
め
た
ま
え
”
…
源
実
朝

（
金
槐
集
）
よ
り
。
八
大

竜
王
と
は
水
の
神
様
で
す
。

（
こ
の
歌
は
人
間
に
対
す

る
ち
ょ
っ
と
し
た
皮
肉
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
） 

※
芭
蕉
は
弟
子
の
木
節

（
ぼ
く
せ
つ
）
に
「
中
頃

（
中
世
）
の
歌
人
は
誰
な

る
や
」
と
問
わ
れ
言
下
に

「
西
行
と
鎌
倉
右
大
臣
な

ら
ん
」
と
答
え
た
そ
う
で

あ
る
。
二
人
共
並
び
立
つ

詩
魂
（
小
林
秀
雄
氏
）
だ

そ
う
で
す
。
当
然
の
如
く

鎌
倉
右
大
臣
と
は
源
実
朝

を
指
し
て
い
ま
す
。 

大
雨
の
後
は
、
追
い
打
ち

を
か
け
る
よ
う
な
酷
暑
が

続
い
て
い
ま
す
。
戸
外
で

も
室
内
で
も
熱
中
症
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
付
け

て
下
さ
い
。 
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末 社 詣 り 

 組合恒例の末社詣り行事を旧暦の元日にあたる 2月 16日（金）に行ないました。晴天の下、参加者
は神社にて頭をたれ業界の隆昌と安泰を祈願いたしました。各神社を参拝後はかわゐにて伝統の「ど
じょう汁」に舌つづみをうち、正月らしい賑わいで旧元日をお祝い致しました。（参加者 17名） 
（速玉大社－牛鼻神社－中村神社－烏止野神社－阿須賀神社－神倉神社（遥拝）－王子神社（遥拝）） 
神倉神社と王子神社は速玉大社の摂社

せっしゃ

（本社と末社の間に位置する神社）である阿須賀神社より遥拝 

 

 

熊野速玉大社にて 

 

 

 

かわゐでの懇親会 

 

 

 


